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船舶事故調査報告書 

 

平成２６年６月１９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決                

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２５年６月１４日 １２時００分ごろ以降における錨泊開

始後～２０時０２分ごろの間） 

発生場所 沖縄県うるま市津
つ

堅
けん

島西方沖  

 沖縄県中城
なかぐすく

村所在の平
ひら

曽根
そ ね

灯台から真方位２８８°５６０ｍ付近 

 （概位 北緯２６°１５.９′ 東経１２７°５２.８′） 

事故調査の経過  平成２５年６月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡し

たため行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 とも丸、３.０トン 

ＯＮ３－１６５４８（漁船登録番号）、個人所有 

８.８９ｍ（Lr）×２.２７ｍ×０.７３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１８０.２０kＷ、平成４年１月２０日 

第２９６－１３３７２号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１５年１１月２０日 

  免許証交付日 平成２０年１１月１７日 

         （平成２５年１１月１９日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、津堅島北方沖において、平成２５

年６月１４日１２時００分ごろ家族の漁船と行き会い、言葉を交わし

た。 

僚船は、本船が帰らないので、うるま市勝連
かつれん

漁業協同組合を通じて

海上保安部へ通報するとともに、捜索に向かった。 

僚船は、２０時０２分ごろ、平曽根灯台から真方位２８８°５６０

ｍ付近の津堅島西方沖において、本船が無灯火で錨泊（水深約５ｍ）

し、また、船長が本船の真下の海中において、体にフーカー潜水の送

気ホースを絡ませて沈んでいるところを発見した。 

船長は、死亡が確認され、死因は溺死と検案された。 
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 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 東南東後、南東、風速 約４～５m/s、視

界 良好 

海象：海上 平穏、海水温度 約２５℃ 

日没時刻：１９時２３分 

 その他の事項 

 

本船は、うるま市平敷屋
へ し き や

漁港を潜水漁業のために出港した。 

本船には、衝突痕が認められなかった。 

船長には、持病がなかった。 

船長の顔からマスクが外れており、また、本船上に設置され、船長

に空気を送っていたコンプレッサーは、停止して燃料油は残っていな

かった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

船長は、溺死した。 

本船は、１４日１２時００分ごろ、津堅島北方沖において、家族の

漁船と行き会った後、２０時０２分ごろ、津堅島西方沖において、無

灯火で錨泊し、また、船長が、本船の真下の海中において、体にフー

カー潜水の送気ホースを絡ませ、顔からマスクが外れて沈んでいると

ころを発見されたことから、１２時００分ごろ以降における錨泊開始

後から２０時０２分ごろの間において、本船から送気して潜水漁業

中、船長が、マスクが外れたことから、死亡するに至った可能性があ

ると考えられるが、マスクが外れた状況を明らかにすることはできな

かった。 

原因 本事故は、本船が、津堅島西方沖で錨泊した後、本船から送気して

潜水漁業中、船長がマスクが外れたため、発生した可能性があると考

えられる。 

 

   

                           


